メディアと人間

６０年代という時代

「近代がア・プリオリに措定していた意味の解体」：理論、科学、思想、イデオロギー、芸術が相対化され、様々な権威が疑われる。

→コード体系が弛緩し、文化そのものが動揺する。

＝つまり人間が任意に恣意的に存在物の意味を与えることになる。

意味は対象の側から「人間」の側へと移る。

もの性を欠き、記号であることをやめようとしている「もの」

∥

喚起・触発を媒介するメディア→「ひと」「もの」「こと」のメディア化

コミュニケーション：メディアと人間の意味のやりとり

　　　　　　　　　　

オリジナル‐‐-　Media　　意味　　人間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化の中で生きる

例：朝から寝るまで一日の行動を見てみると必ずコミュニケーション行動にはなんらかの意味が付きまとっている。そして意味をやりとりし、出し入れする対象、メディアが必ず存在している。――コミュニケーション行動＝メディア行動

この世界ではあらゆるものがメディアとなり、メディアはほとんど文化に等しいといえる。

メディア―意味を貯蔵しているもの、人間との意味的相互作用を媒介するもの、人間における意味産出・増殖作用をうながすもの

1、 メディア形態

2、 メディア機能の分類

3、 メディア形態と機能の関係性
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